
　

 
 
■第61代、伊丹市議会議長に！ 
 改選後に行われた臨時議会にて、私相崎佐和子は第６１代の伊丹市議会の議長に就任させていただき
ました。選んでもらったことに感謝すると同時に、重い責任を担わせていただくことに、改めて身の引き締ま
る想いです。至らぬ点も多い私でありますが、心を尽くして力の限り取り組んでいく決意です。 
 
※女性初？ 最年少？ 
 議長になってから、下記の質問をよくいただきます。 
●「初の女性議長？」 ⇒  平成３年に正賀スミ氏（故人）が、伊丹 
 市議会で初の女性議長として就任されています。私は2人目です。 
●「最年少の議長？」 ⇒ 昭和26年に稲田兵太郎氏（故人）が、 
 41歳11ヶ月で就任されています。私は42歳2ヶ月だったので3ヶ月 
 だけ遅かったようです。 
 どちらも2番目ですが、全力で取り組むことに変わりございません！ 

 
 
 
ていないのではないか？」と感じるこの頃。そこで今回は諸質問にお答えさせていただきます。
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■新しい市議会議員、決定！ 
 去る４月２６日に「伊丹市議会議員 
選挙」の投開票が実施され、新しい 
市議会議員２８名が決定しました。 
 任期の４年間、このメンバーで頑 
張ってまいります。 
 
■今回の選挙、特徴は？ 
 前回選挙で若手議員が増加した 
せいか、今回は引退する議員は無し。 
兵庫県議会へとステージを変えた 
議員が３人おり（坪井議員・中田議員・ 
小西議員→全員当選）、その他は現職 
２４人全員が再チャレンジしました。 
 一方で新人１１人･元職２人が立候補 
し、定数２８の議席を３７名で争う、当落 
が読めない激戦となりました。 
 結果、現職は２名落選する波乱。新 
人は５名が当選するも党や基盤がな 
い候補者には厳しい結果が。女性議 
員は４名→７名に増加しました。 
 また投票率は４２．８％で過去最低。 
市民の関心はまだまだ低いと、真摯に 
反省すべき結果となりました。 
 
 
  私自身のことを申し上げると、党や団体に所属していないゆえ自身の票が全く読めず、不安と 
 焦りばかりの選挙戦でした。落選するかもしれないと本気で思っていました。 
  とにかく自身の政策と想いを伝えるのみと走り続けました。結果、多くの方にご支持いただく 
 ことができ、心から感激しています。深く深く感謝しております。 
  この感謝の気持ちは、政策をカタチにして実現させることでお返しせねばと思っています。 
  これからが勝負です。全力を尽くし、伊丹を「住みたい街・住み続けたい街 ナンバー１」に 
 していこうと強く決意しています。いっそうのご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

伊丹市議会の議長になりました！ 

新しい市議会議員、決まりました！ 
伊丹市議会選挙結果 （2015年4月26日執行） 

伊丹市議会の 

歴代議長の銅版 
（末席に加わりました） 

 
 
 

 
 
 
ていただいたことに改めて身の引き締まる想いです。至らぬ点も多々ある私でございます
が、誠心誠意心を込めて力の限り全力で取り組んでいくことを強く決意しています。
 
 
 
 
街づくりを進めることが求められています。横並びの画一的な施策ではなく、地方自治体
が地域の特色を活かしたオリジナルの施策を主体的に展開せねばなりません。伊丹市も、
伊丹の良さや特性は何か、何を活かせるのか、何を活かすべきか、議論を重ねて施策を進
める必要があります。議会としても最も本腰を入れて取り組まねばなりません。具体的に
は第
中、議会として市民の声を基に十分に議論を尽くし、力強い計画と戦略づくりに寄与して
まいります。
 
 
 
いると認識しています。我々はこの状況を真摯に受け止め、議会の諸改革を進めることが
強く求められています。議会改革の
をつくす議会」を徹底的に強化せねばなりません。具体的には、本年
市議会基本条例」について生きた条例とすべく運用を図ってまいります。また未実施やペ
ンディングになっている改革諸項目について（ｅ
て取り組んでまいります。
 
 
の目的を目指しているものと認識しています。よい意味でタッグを組み、議論を重ねなが
ら車の両輪として進めていければと考えています。
 
 
よろしくお願いいたします。

   
 気軽な雰囲気で意見交換する「サワコの茶話会」。“実際に生活する市民の声が一番基本で一番大
事”をモットーに、毎回いろいろなご意見を伺い、市政に反映中です。次回（第10回）は下記の通り。お
気軽に足を運び、普段感じていることをお話しください！ 
 
 ●日時 ： 平成２７年９月６日(日） １４：００～１６：００  ●場所 ： いたみホール  ３階  大会議室  
 ●人数 ： ４０名程度 ●内容 ： 議長の仕事・市政の状況など 
 ●申込 ： 名前＆連絡先を、メール・電話・ファックスでお知らせください（連絡先は裏面） 
  ※飛び込みのご参加もOKですが、人数把握のため事前連絡いただけるとありがたいです 
  ※託児はありませんがお子様連れ大歓迎です！ 



ました。選んでもらったことに感謝すると同時に、重い責任を担わせていただくことに、改めて身の引き締ま

 
 
 議長に就任以来、議長についての様々なご質問をいただきます。改めて「議長職は、実態をあまり知られ
ていないのではないか？」と感じるこの頃。そこで今回は諸質問にお答えさせていただきます。 
  （あくまで議長になりたての相崎の、現段階での答えです。ご容赦くださいませ。） 
 
Ｑ ： 議長はどうやって決まるのか？ 
 ⇒議長と副議長は、議員（28人）による選挙で決まります。 
 
Ｑ ： 議長の任期は何年？ 
 ⇒伊丹市議会では2年です。（任期1年の議会もありますが、 
  2年だと腰を据えて取り組めるメリットがあると感じています） 
 
Ｑ ： 議長の役目は何？ 
 ⇒①議会内：本会議を進行する・諸事を調整する・リーダーシップを取って議会向上に取り組む、など。 
  ②議会外：市内外の様々なイベントや会合に出席する、他議会と連携を深める、など。 
 （個人的には、学級委員長と似ているかと感じています。学級会の進行、クラスの揉め事処理、リーダー 
   としてクラスを引っ張る、クラス代表として会議に参加・・・要するに“代表”であり“まとめ役”です） 
 
Ｑ ： 議長は忙しいの？ 
 ⇒やはり公務が多く入ります。具体的には、市内の各種イベントでの挨拶、当局（市役所側）からの報告 
  やレクチャー、東京はじめ各所への出張、などです。  （とにかく予定がドンドン入り、スケジュール帳は 
  真っ黒です。内容を吟味し、真に必要な公務を的確に実施していくつもりです） 
 
    ↓↓ 議長の仕事内容については、こちらに詳細を毎日つづっています ぜひご覧ください！ ↓↓ 

 

 

 
 
 

（５月１９日、本会議場にて申し上げた「議長就任のご挨拶」です。） 
 
 ただいま議長にご推挙いただきました相崎佐和子です。 
 議長という重要なポジションにご推挙いただき心から感謝すると同時に、重責を担わせ
ていただいたことに改めて身の引き締まる想いです。至らぬ点も多々ある私でございます
が、誠心誠意心を込めて力の限り全力で取り組んでいくことを強く決意しています。 
 
 議長になって特に取り組みたいことは2点ございます。 
 1点目は「地方創生の取り組み」です。 
 現在「地方創生」なるキーワードのもと、地方自治体が独自で今後の諸課題に対応する
街づくりを進めることが求められています。横並びの画一的な施策ではなく、地方自治体
が地域の特色を活かしたオリジナルの施策を主体的に展開せねばなりません。伊丹市も、
伊丹の良さや特性は何か、何を活かせるのか、何を活かすべきか、議論を重ねて施策を進
める必要があります。議会としても最も本腰を入れて取り組まねばなりません。具体的に
は第5次総合計画の後期5ヵ年計画、地方版総合戦略･人口ビジョンの策定が予定されている
中、議会として市民の声を基に十分に議論を尽くし、力強い計画と戦略づくりに寄与して
まいります。 
 
 取り組みたいことの2点目は「議会改革の推進」です。 
 昨年の兵庫県議会の政務活動費問題などに起因し、現在議会の信頼性が著しく失墜して
いると認識しています。我々はこの状況を真摯に受け止め、議会の諸改革を進めることが
強く求められています。議会改革の2本柱、すなわち「市民に開かれた議会」「十分に議論
をつくす議会」を徹底的に強化せねばなりません。具体的には、本年3月に制定した「伊丹
市議会基本条例」について生きた条例とすべく運用を図ってまいります。また未実施やペ
ンディングになっている改革諸項目について（ｅ.ｇ.議会報告会の実施）実現や改善に向け
て取り組んでまいります。 
 
 行政との関係性については、私は行政も議会も「伊丹をよりよい街にする」という共通
の目的を目指しているものと認識しています。よい意味でタッグを組み、議論を重ねなが
ら車の両輪として進めていければと考えています。 
 
 議長として、誠心誠意そして力の限り全力で取り組んでいくことをお約束いたします。
よろしくお願いいたします。 

お答えします！ 議長の仕事！ 


